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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年7月8日(2010.7.8)

【公開番号】特開2008-303260(P2008-303260A)
【公開日】平成20年12月18日(2008.12.18)
【年通号数】公開・登録公報2008-050
【出願番号】特願2007-149993(P2007-149993)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  63/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/53     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 230/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  63/00    　　　Ｃ
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  43/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/53    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 230/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月24日(2010.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（１）、（２）、または（３）で表される化合物。
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（式中、Ｒ１は水素、またはメチルであり、Ｒ２は炭素数２～２０のアルキレンであり、
Ｒ3はメチレンであり、Ｒ4およびＲ5は独立して、炭素数１～２０のアルキル、フェニル
、任意の水素が炭素数１～５のアルキルで置き換えられたフェニル、または任意の水素が
フェニルで置き換えられたフェニルであり、Ｒ4とＲ5が一体となって環状基を形成しても
よく、ｍは１～３０の整数であり、ｎ、ｐおよびｑは独立して、０または１である。）
【請求項２】
　式（４）、（５）、または（６）で表される化合物。

（式中、Ｒ１は水素、またはメチルであり、Ｒ２は炭素数２～２０のアルキレンであり、
Ｒ3はメチレンであり、ｍは１～３０の整数であり、ｎは０または１である。）
【請求項３】
　請求項１または２に記載の化合物から選ばれる難燃剤（Ａ）を２０～１００重量％含有
するラジカル重合性モノマーの混合物を重合して得られる難燃性重合体（Ｆ）。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の化合物から選ばれる難燃剤（Ａ）および請求項３に記載の難
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燃性重合体（Ｆ）から選ばれる１つ以上と、オキシランまたはオキセタンを２つ以上有す
る化合物（Ｂ）を含有する熱硬化性組成物
【請求項５】
　インクジェット用インクである、請求項４に記載の熱硬化性組成物。
【請求項６】
　スクリーン印刷用インクである、請求項４に記載の熱硬化性組成物。
【請求項７】
　請求項１または２に記載の化合物から選ばれる難燃剤（Ａ）および請求項３に記載の難
燃性重合体（Ｆ）から選ばれる１つ以上と、（メタ）アクリレート（Ｃ）、光重合開始剤
（Ｄ）を含有する光硬化性組成物。
【請求項８】
　インクジェット用インクである、請求項７に記載の光硬化性組成物。
【請求項９】
　スクリーン印刷用インクである、請求項７に記載の光硬化性組成物。
【請求項１０】
　オキシランまたはオキセタンを２つ以上有する化合物（Ｂ）が式（７）、（８）、（９
）、または（１０）である、請求項４～６のいずれか一項に記載の熱硬化性組成物。

（式（７）中、ｎは０～１０の整数である。）
【請求項１１】
　（メタ）アクリレート（Ｃ）が式（１１）、（１２）、（１３）および（１４）から選
ばれる１つ以上である、請求項７～９のいずれか一項に記載の光硬化性組成物。
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（式（１１）中、ａ、ｂ、ｃはそれぞれ独立に０～１０の整数であり、Ｒ６のうちｒ個は
式（１１－１）で表される基であり、ｓ個は式（１１－２）で表される基であり、ｒは０
～２の整数であり、ｓは１～３の整数であり、ｒ＋ｓは３であり、Ｒ1は水素またはメチ
ルである）

（式（１２）中、ａ、ｂ、ｃはそれぞれ独立に０～１０の整数であり、Ｒ７のうちｒ個は
式（１２－１）で表される基であり、ｓ個は式（１２－２）で表される基であり、ｒは０
～２の整数であり、ｓは１～３の整数であり、ｒ＋ｓは３であり、Ｒ1は水素またはメチ
ルである）
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（式（１３）中、ａ、ｂ、ｃ、ｄはそれぞれ独立に０～１０の整数であり、Ｒ８のうちｒ
個は式（１３－１）で表される基であり、ｓ個は式（１３－２）で表される基であり、ｒ
は０～３の整数であり、ｓは１～４の整数であり、ｒ＋ｓは４であり、Ｒ1は水素または
メチルである）

（式（１４）中、ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆはそれぞれ独立に０～１０の整数であり、Ｒ９

のうちｒ個は式（１４－１）で表される基であり、ｓ個は式（１４－２）で表される基で
あり、ｒは０～５の整数であり、ｓは１～６の整数であり、ｒ＋ｓは６であり、Ｒ1は水
素またはメチルである）
【請求項１２】
　さらに（メタ）アクリレート（Ｃ）を含有する、請求項４～６、１０のいずれか一項に
記載の熱硬化性組成物。
【請求項１３】
　（メタ）アクリレート（Ｃ）が式（１５）の化合物である、請求項７～９のいずれか一
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項に記載の光硬化性組成物。

（式（１５）中、Ｒ6は環状構造を有してよい炭素数２～１２のアルキレンであり、Ｒ1は
水素またはメチルであり、ｔは１～３０の整数である。）
【請求項１４】
　（メタ）アクリレート（Ｃ）が式（１５）の化合物である、請求項１２に記載の熱硬化
性組成物。

（式（１５）中、Ｒ6は環状構造を有してよい炭素数２～１２のアルキレンであり、Ｒ1は
水素またはメチルであり、ｔは１～３０の整数である。）
【請求項１５】
　（メタ）アクリレート（Ｃ）が式（１１）～（１４）から選ばれる１つ以上と式（１５
）の化合物の混合物である、請求項７～９のいずれか一項に記載の光硬化性組成物。
【請求項１６】
　（メタ）アクリレート（Ｃ）が式（１１）～（１４）から選ばれる１つ以上と式（１５
）の化合物の混合物である、請求項１２に記載の熱硬化性組成物。
【請求項１７】
　式（１５）の化合物が、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ
プロピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、および１
，４－シクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリレートからなる群から選ばれる１
以上である、請求項１３または１５に記載の光硬化性組成物。
【請求項１８】
　式（１５）の化合物が、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ
プロピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、および１
，４－シクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリレートからなる群から選ばれる１
以上である、請求項１４または１６に記載の熱硬化性組成物。
【請求項１９】
　光重合開始剤（Ｄ）がビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルフォスフィ
ンオキサイド、または２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルフォスフィンオキサ
イドである、請求項７～９、１１、１３、１５、１７のいずれか一項に記載の光硬化性組
成物。
【請求項２０】
　難燃剤（Ａ）が式（４）におけるＲ２が炭素数２～４のアルキレンである化合物と、式
（５）におけるＲ２が炭素数２～４のアルキレンである化合物の混合物であり、（メタ）
アクリレート（Ｃ）が式（１４）の化合物と式（１５）の化合物の混合物である、請求項
１９に記載の光硬化性組成物。
【請求項２１】
　式（１５）の化合物が、４－ヒドロキシブチルアクリレートである、請求項１９または
２０に記載の光硬化性組成物。
【請求項２２】
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　常圧における沸点が３００℃以下の溶媒を含有しない、または常圧における沸点が３０
０℃以下の溶媒の組成物全体に占める割合が１０重量％以下である、請求項７～９、１１
、１３、１５、１７、１９～２１のいずれか一項に記載の光硬化性組成物。
【請求項２３】
　常圧における沸点が３００℃以下の溶媒を２０～７０重量％含有する、請求項４～６、
１０、１２、１４、１６、１８のいずれか一項に記載の熱硬化性組成物。
【請求項２４】
　常圧における沸点が３００℃以下の溶媒がガンマブチロラクトンである請求項２３に記
載の熱硬化性組成物。
【請求項２５】
　請求項４～６、１０、１２、１４、１６、１８、２３、２４のいずれか一項に記載の熱
硬化性組成物または請求項７～９、１１、１３、１５、１７、１９～２２のいずれか一項
に記載の光硬化性組成物を用いて、基板上に難燃性硬化膜が形成された電子回路基板。
【請求項２６】
　請求項２５に記載された電子回路基板を有する電子部品。
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